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研究成果の概要（和文）：２型糖尿病患者は、生涯にわたり食事・運動療法などの自己管理に取

り組み、血糖をコントロールしなければならない。本研究は、携帯電話による自己管理支援シ

ステムを活用して、患者は「セルフモニタリング」、「自己評価」、「自己強化」を日々実践しな

がら、遠隔看護を受けることで、生活習慣における問題点に気づき、改善することによって、

良好な血糖コントロールを目指すものである。３ヶ月間の自己管理支援システムによる遠隔看

護を実践した結果、血糖のコントロール状態や満足度、行動変容などから、その有用性が確認

された。 
  
研究成果の概要（英文）：Type 2 diabetes patients must control their blood sugar throughout 
their lives by engaging in self-management measures such as dietary regimens and 
therapeutic exercise. In this study, we used a self-management support system to perform 
telenursing through mobile phones for the purpose of encouraging self-management for 
diabetes patients. The patients practiced self-monitoring, self-evaluation and 
self-reinforcement on a daily basis and received care via telenursing. We administered this 
self-management support system to patients for three months, and the level of control over 
diabetes, degree of satisfaction with the system, lifestyle changes and other factors clearly 
showed the effectiveness of telenursing . 
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１．研究開始当初の背景 
 糖尿病の 95％は２型糖尿病であり、糖尿病
にかかりやすい遺伝的要因を基礎として、カ
ロリー過剰摂取や運動不足などの環境要因

が加わると発症する。そして、糖尿病は自覚
症状に乏しいため、気づかないうちに高血糖
が持続する。その結果、網膜症、腎症、神経
障害などの糖尿病慢性合併症を生じ、失明や



腎不全、足壊疽などの重篤な障害を引き起こ
し、患者の QOLを著しく低下させる。そこで、
糖尿病患者は合併症の発症を防ぐために、１
年 365日家庭や職場での役割を果たしながら、
食事療法や運動療法に自ら取り組み、良好な
血糖コントロール状態を維持しなければな
らない。しかし、一度身についた生活習慣や
行動を変容させることは非常に困難である。 
 近年、急速に進展している情報通信技術の
医療分野への応用として、厚生労働省や総務
省が推進している事業に遠隔医療や遠隔看
護がある。特に、遠隔看護は生活習慣病が増
加している現在、新しい看護の提供手段とし
て注目が集まっている。 
 筆者は、これまで「遠隔看護システムを用
いた看護の実際：糖尿病患者に対する在宅型
看護支援に活用して」「糖尿病自己管理に対
する遠隔看護の有用性」などの研究を行って
きた。しかし、これらはパソコンを活用した
システムであり、当時はパソコンを使うのは
難しいと糖尿病患者からの研究協力がなか
なか得られず、１例の調査になってしまい有
効性を十分に検証することができなかった。
そこで、2005 年度から一人１台の時代にさし
かかった「携帯電話」を活用した自己管理支
援システムの開発を行ってきた。このシステ
ムは、セルフレギュレーションの概念を基盤
として開発されたものであり、セルフレギュ
レーションプロセスである、「セルフモニタ
リング」、「自己評価」、「自己強化」が身につ
くように設計されている。パソコンを用いた
遠隔看護支援では、支援を受ける人がパソコ
ンの前に行き、電源を入れて操作しなければ、
データの送受信や看護支援を受けることは
できない。しかし、携帯電話は、常に電源を
入れて手の届きやすいところに置き、外出時
も持ち歩いている。この利点を活かすことに
より、いつでも、どこからでもデータを送受
信して、ケアを受けることができ、それが遠
隔看護のメリットであると考える。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、既に開発した「携帯電話」
を活用した自己管理支援システムを用いて、
「気づきを促す」、「具体的な解決策を示す」、
「良い面への積極的な強化を行う」などのフ
ィードバックを受ける遠隔看護（介入群）を
行い、フィードバックを受けない自己完結型
の遠隔看護（準介入群）や、通常の外来での
看護支援（通常群）と比較することで、行動
変容や負担感情、満足度、糖尿病のコントロ
ール状態などの点から、その有用性を明らか
にすることである。 
 
３．研究の方法 
 開発した「自己管理支援システム」は、セ
ルフモニタリング項目として、体重・体脂肪

率・腹囲・歩数・運動消費カロリー・総消費
カロリー・尿糖測定値・食事メニュー名とそ
の予測カロリーなどが入力でき、食事写真が
送付できる。また、自己評価・自己強化を実
施するために、月目標や週目標を立案し、目
標に対する日々の振り返りや、週毎に、今週
を振り返って、来週に向けての記載ができる。
さらに、携帯電話やパソコンから入力された
数値データは、システム上からグラフとして 
見ることが可能であり、研究協力者から送信
される測定値や文字情報、食事写真は、週単
位・月単位のセルフモニタリングシートとし
て、A４サイズの用紙に印刷できる仕組みと
なっている。 
介入群、準介入群への遠隔看護によるケア

提供は、①日々のデータのグラフ化、②週単
位・月単位のセルフモニタリングシートの配
布、③糖尿病療養に必要と思われる知識や行
動変容を促すヒントが記載されている、メー
ルマガジンの日々の配信、④適宜の看護相談
であり、加えて介入群には、週単位でのフィ
ードバックを実施した。介入期間は、３ヶ月
間（91 日間）である。 
データ収集は、３群とも３ヶ月間の介入を

行い、介入前、介入終了時点（以後、介入直
後）、介入が終了してから３ヶ月後（以後、
介入終了３ヶ月後）の変数間の関連を調べる
反復測定デザインである。群間の独立変数は、
遠隔看護によるフィードバックの有無と外
来での診療・ケア提供である。従属変数は、
自己管理行動得点、負担感情得点（以後、PAID
得点）、満足度、糖尿病のコントロールを示
す指標である。 
  
４．研究成果 
(1) 自己管理行動得点・PAID 得点・BMI・
HbA1c による比較 
介入群（n=15）、準介入群（n=12）、通常群

（n=16）における、自己管理行動得点、PAID
得点、BMI、HbA1c の群間比較、および経時変
化による比較の結果から、準介入群では、経
時変化において自己管理行動得点が上昇し、
PAID 得点、BMI、HbA1c は低下する統計的に
有意な変化がみられた。介入群の自己管理行
動得点も、遠隔看護ケア提供によって上昇す
る傾向がみられた。一方、通常群では、HbA1c
は経過に伴い一旦統計的に有意に低下する
が、その後、有意に上昇し、BMI は経過が長
くなると準介入群より変動率が有意に小さ
くなり、しかも増加に転じる結果であった。 

 
(2) 自己管理行動と負担感情からみた糖尿
病のコントロール 
 本研究のプライマリーエンドポイントで
ある自己管理行動得点は、遠隔看護による介
入によって得点が上昇するという特徴が見
られた。一方、PAID 得点は、点数が低いほど



負担感情が低いことを示しているが、介入に
よって得点が減少したのは準介入群のみで
あり、介入群では介入直後に高い値を示し、
通常群では経過とともに得点が上昇してい
た。準介入群の PAID得点が減少した理由は、
自己管理行動の変容によって、BMI や HbA1c
が減少するという体験を通して、糖尿病に対
する負担感情が軽減したためであると思わ
れる。介入群の介入直後に PAID 得点が高値
を示したことは、アドバイスが記載されたセ
ルフモニタリングシートが毎週届くことで、
「管理されているようだった」「終わったら
解放された」という声が代表しているように、
糖尿病という現実を突きつけられ、自己管理
を強要されていると感じたことが影響した
と考えられる。通常群は、BMI や HbA1c 値が
変動することによって、自己管理に対する達
成感が感じられにくかったため、負担感情が
僅かではあるが上昇したと思われる。 

今回、自己管理行動尺度の合計得点と PAID
得点、BMI や HbA1c との間には相関関係はな
かった。多くの先行研究から、糖尿病自己管
理行動が改善されれば HbA1c値がよくなるこ
とが期待されるが、実際は、自己管理行動と
HbA1c 値の間には関連がないことが報告され
ており、本研究の結果とも一致している。糖
尿病は、自己管理が重要な疾患であることは
周知の事実であるが、生活行動の改善だけで
は血糖値が改善されない、本来の糖尿病の病
態が強く関連している食後高血糖が近年注
目され、食後高血糖を抑えるための新薬が開
発されている。このように、HbA1c 値から自
己管理行動を判断するのではなく、行動変容
や負担感情の面から、個々のセルフマネジメ
ントを判断し、患者のニーズに応じた個別の
遠隔看護を提供することが重要である。 
 
(3) 自己管理行動に影響を及ぼす要因 

介入群と準介入群の自己管理行動に影響
を及ぼす要因を明らかにするために、介入直
後・介入終了３ヶ月後の自己管理行動得点を
従属変数として、セルフモニタリング項目で
ある、介入期間 91日間の１日の歩数平均値、
体重入力回数、尿糖値入力回数、食事メニュ
ー名入力回数、予測カロリー入力回数、そし
て自己評価や自己強化のための月目標立案
回数、週目標立案回数、今週の振り返りの記
載回数、来週に向けての記載回数、日々の振
り返りの記載回数、さらに遠隔看護ケア提供
による満足度として、満足、役に立った、他
の糖尿病患者に勧めたい、お金を払っても遠
隔看護ケアを受けたい、そして看護相談回数
の合計 13 項目を独立変数としてステップワ
イズ法による重回帰分析を行った。その結果、
介入群の介入直後は、月目標の立案回数と看
護相談回数が影響しており、介入群の介入終
了３ヶ月後は尿糖値入力回数と日々の振り

返りの記載回数が影響していることがわか
った。準介入群では、介入直後および介入終
了３ヶ月後は、１日の歩数平均値が影響して
いることが明らかとなった。 
 
(4) 遠隔看護介入の満足度 
介入群、準介入群の協力者に、介入終了後

にアンケート調査を実施した。遠隔看護によ
るケア提供に「満足」している割合は、介入
群 80.0％、準介入群 66.7％であり、「役に立
った」と思う割合は、介入群 93.3％、準介入
群 91.7％であった。また、「過去３ヶ月間に
受けた遠隔看護を他の糖尿病患者に勧めた
い」と思う割合は、介入群 73.3％、準介入群
50.0％であり、「今回受けた遠隔看護を、お
金を払っても受けたい」と思う割合は、介入
群 20.0％、準介入群 8.3％であった。これら
４項目については、介入群の方が満足度は高
い傾向にあった。「時間的に負担だった」割
合は、介入群 40.0％、準介入群 33.3％、「心
理的に負担だった」割合は、介入群 20.0％、
準介入群 16.7％と、介入群の方が負担を感じ
いる割合が高かった。 
 
(5) 遠隔看護介入に対する満足・不満足 
 遠隔看護によるケア提供を受けて良かっ
た点・満足した点で、介入群・準介入群に共
通していた項目は「日々の計測や記録による
効果」「カロリー計算結果を返信することの
効果」「知識の補強」「セルフモニタリングシ
ートの効果」の４つであり、介入群のみにみ
られた項目は「アドバイスの効果」と「精神
的支援」であった。 
遠隔看護によるケア提供を受けて悪かっ

た点・不満足な点で、介入群・準介入群に共
通していた項目は「入力や計測の煩わしさ」
「システム上の不満」であった。介入群のみ
にみられた項目は「アドバイスに対する不
満」「目標設定への不満」「その他」であり、
準介入群では「メールマガジンに対する不
満」という項目が挙がった。 
 
(6) セルフマネジメントの継続 
 介入終了３ヶ月後に、セルフマネジメント
の継続について、介入群と準介入群に対して、
半構成的面接調査を実施した。介入群・準介
入群に共通していた項目は、「自己管理行動
は継続している」「介入期間中より、終了後
の意識は薄れているが、何らかの自己管理行
動は継続している」「介入期間中は意識して
いたが、終了後は意識が薄れ、自己管理行動
が悪化している」の３種類であった。介入群
のみに現れていた項目は、「新たな自己管理
行動を取り入れている」というものであり、
「最初の２週間で体重が少し戻った時期も
あり、不安になったので、手帳を購入して、
朝一番の体重と朝・昼・夕・間食の全てを記



入することで解決した」という意見であった。 
 
(7) 遠隔看護介入による自己管理支援の有
用性 

以上の結果から、定期的な外来診療に加え
て、携帯電話やパソコンを使用した遠隔看護
支援システムによる遠隔看護ケアを提供す
ることは、糖尿病に罹患した壮年期男性有職
者のセルフマネジメントの向上に有用であ
った。具体的なケア提供としては、①療養生
活の中で問題や疑問が生じた時、あるいは解
決策を求めてきた時など、個々のニーズに応
じた最適なタイミングで介入すること、②積
極的なアプローチよりも、セルフレギュレー
ションプロセスを側面から支援し、主体性を
尊重することが有効である。このセルフレギ
ュレーションプロセスを促進させた要因は、
３ヶ月間に渡って行われた遠隔看護による
「進捗状況に関するフィードバックの提供」、
すなわち、①日々のデータのグラフ化、②週
単位・月単位のセルフモニタリングシートの
配布、③日々のメールマガジンの配信が影響
したと考えられる。今回、介入群では、自己
管理行動得点や PAID 得点、BMI、HbA1c に統
計的に有意な変化はみられなかった。しかし、
「満足」「役に立った」「３ヶ月間受けた遠隔
看護を他の糖尿病患者に勧めたい」「今回受
けた遠隔看護をお金を払っても受けたい」と
感じた人が準介入群よりも多かったことか
ら、介入群に実施したフィードバックは、支
援者の存在を身近に感じさせることに繫が
ったと思われる。 

糖尿病は、自己管理が重要な疾患であるこ
とは周知の事実であるが、自己管理行動と
HbA1c 値の間には関連がないことから、HbA1c
値から自己管理行動を判断するのではなく、
行動変容や負担感情の面から、個々のセルフ
マネジメントを判断し、患者のニーズに応じ
た個別の遠隔看護を提供することが重要で
あると思われる。 

最新の研究から、糖尿病の早期の強化血糖
管理は、長期的にみた場合、大血管合併症の
予防に繫がるとの結果が発表された。そこで、
早期の段階で教育入院した人を対象に、セル
フレギュレーションプロセスのロールプレ
イや、遠隔看護支援システムならびに尿糖計
などの測定機器の使用を体験してもらい、退
院後すぐに遠隔看護によるケア提供が開始
できるように、糖尿病看護外来や入院病棟、
糖尿病療養指導士や糖尿病認定看護師など
と連携することが重要であると思われる。遠
隔看護と外来や病棟との連携は、将来、糖尿
病だけではなく生活習慣病患者のケアに対
する遠隔看護の普及に繫がると考えられ、今
後の活用が期待される。 
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